
別紙被告意匠の構成 1　 被告意匠 1 （祓川新橋）

当敲判所の判断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 被告の主張 原告の主張 埴宣告の主張に対する認否）

（1 ）基本的構成態様 （1）基本的構成態様 （1）基本的構成態様

■正面視左右方向に長く，長手方向に中空の直方体 （中空簡体）を有し， 正面視左右方向に長く．長手方向に中空の直方体を有し，中空筒 × 正面視左右方向に長く，長芋方向に中空の直方体を有し，中空筒

中空筒体の正面側の面 （前面側）の外方に向けて底面側の面（直面榔 体の前面側の外方に向けて底面側が全面に亘って延伸して延伸部 体の正面側の面 （前面側）の外方に向けて底面側の面 （底面側1

が全面に亙って延伸して延伸部が形成され 底版部 （底面側と延伸部 が形成されている‥ が全面に亘って延伸して延仲部が形成され，底板訊 （底面側と延

からなる）の下面に丁その左右方向の全面に亘って．下方に延びる咤 l
l

1

l

伸部からなる1 の下面に，そしり左右方向L7‾ノ前面に亘って下方こ延　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

版取付部、天板書軋 水切り垂下部からなるプラケソトが，天板部を行 びる四角板状体 色娠板）が形祓さjL　中空簡休し7）背面側の面 （背

して取り付けられ 1・雄Jl・J垂下部から，犀版取付凱r）下方までを直線 1面側‥ハ下の底面撒け）下面から、捜板の最低位までを直線晰 二繋

状に繋ぐ四角板状件 （リブ盲　が左右方向に複数形硬さjlている＝ ド 三郎反媒体 川 プ＝ ミ左石棚 】に複数形成されている二

（21具体的構成態様 12）具体的構成態様 （2）具体的横根態様

ア・㌢　中空簡体＼唾伸軋床削＝‖寸託，づ革ト′トLnりブは、それぞ

れ，薄板で形成さし　中空筒作しり前面軋　上引軋　牲び背面触息

E右方向J）両端部√一全称′一作前面側と背面側J鳩耐側近傍を除い

て2層構造で．内側山間が底面側よりL左右方向に埴抑＿て蹴込け

を坪械し、医面側と延伸恥ハ前後卯いき‾接し／けじ執i約4：1で、前

面楓とJ榊i取り笥：Jり二11テ向寸法し・7）比ヰ三三主約3：である

T王　中空筒桂．延伸許は．それぞ烹し　滞板で形成され、中空編

棒7－前副机　上耐軋　伎び背面側ま，仁右方向し′）両端部し／）土面

の内．前耐剛と背面側ノ■）底面側近傍を隙いて2層構造で、内側

の層が匡面倒よりも左右方向に延在して蹴込片を昭成し、底南

側と延伸群小前後‾Jヲ向寸法り■比率は約・1でもろ

1ノl亘；娃†舶許か上面には師斑帆，－鮎射り、二，弓甜1帥一端部まで踵線状

に延びろヰ■牢・／爛強い／が／▲三石1川小「叫で町付にならよ・㍉こ、目

端側い補強り－ナとそ一月私情神棚帰一嗣軋lトドと小間l稲に対し

申隼冊小二ホ上潮油汗■′l■り＿トノ購偏が狭、Jごて】よう：二．；！H十∴‘＝

てい丁‡）

き・州Il榊岬二け∴桁仙岬こせトド′二指でJミ1‾1一　車用り・′′2ト′潮頻

り一十叫・・叫・胤Jえ1用川棚か－イーヒ中断中生潮力補強－，

－′ヒ叫廿でこも7．・て両糾いそれぞい棚強】‘′‘霜日直位骨∵∴l個

でノ二、二H　ぞjt同し高さに前面側ボ′L　卜が設けられていろ

工や＋延仲卸直㌧　前面側より遊位で，且つ．

7′与　中空筒件．延伸部，暇札　幌阪・ノ‾）補強1トゲは　そjぞし

薄板で彬成され、中ノ空筒体、ノ前南側、上面帆　乾び背耐畔ま．

左■在庁向J）両端部・ノ・．隷打直再∴前面側と背面聞直底面側近偶々

掛、て2闘街宣で、l勺仙／堀が鑑南側よりも左右印に廷在し

て蹴込汁を炬成し，庶耐凧と＝延伸許ハ前後机車j‾法・タ、りじ新主釣

」．1で，前掛則士幌損・ハ上「‾輔1卜j‾法し7■りt率は約3：土である

1′与　延伸部ハ上面には．Fj加榊lい－外面から唾（11】部・／明朝美で濾

粗目二に墟L：ころ」恒棚舟lいゾ小．主わけ†伸‡‖隼で対称になるよ

－　トト㌦．用伸り直hl瀬1い′、ヒニチイノ車紅川中中朝り直硝強lいイし・ハ

聞欄稲こけし－∴　申W町・二王′浦舟Iい叩＝－∫／・聞l；射て鋲、一二ま二三・

l二　に設：‾㌻．れ‾こい

わ l　前耐咄二ぎーL　帥棚に－互い仲田‾∵‡，・－∴∴　■回州直2位

肯桐か卜′ノ坤坐し叫■／払　タと■章罠細lH捌柑頻11イヒ二十・l：針目l】り州J

Lイ補強Ilイ！小関で．も・二」てl帰削明しいきjlござか直補強1いイ昔日＝′‾・

位掛∴　＝拙守う．そト封＝司し高さに前耐州ホ′Lトが旨等けl

jtている

二、日′亨・；＝踏直主張と間し

【

｛・i】甚苦ノ・二i用…ヒ同じ

封i方向で■緬側ボ′い匡主▲　酬裾　前両側より速†J■工で．卜1．つ，左石方向で前転側ポ

ヒ同じ位置には，左右方向に良い楕円彬直旺賦課樹皮用ボ′しト礼が

1個ずつ設けられていう＝

・し卜と同い品軋二は．上れ方向に長い帽P川；Lハ底版許脚をl＝附ミ

し卜礼が1個げっ設けられている

エー主】障苦り主張　同し

す甘　背面側のL下方向11間位置より下側の略Lllqモノ）位置には背面

L側ボ′しトが　前掛則ボルトと左右方1石目二同い立置に1個げっ，上下一

方向の位置が・一・・致するように設けられている

十・三l　背両側Lr）ヒ下ヤ向中間位置より下側の略中生lハ位置には、

背南側ボ′しトう、．前耐側ボ′しトと左右方向に同じ位置に1個ず

つ，上下方向叫位置が－一致するよ・うに設けられている二

すぼ・手厚告の主脈土間し

サ①　背耐則は，底面側よりも下部に延伸する水切り延伸部を形成L tカヱ′　背面側は底耐則よi・；J下部に延伸する水切り延伸部を形

ている＝　　　　　　　　　　　　　　】成している＝

サ工｝　被告LJ‾）主張と同じ

キ 母　 上 直川射 二は ，そ の ・二璽」央 部 且 つ 背 面 側 寄 りで ，前 後 方 向 に 長 芋 の キ l工■・ 上 面 側 に は ， そ の 中 央 部 且 つ背 面 側 寄 りで ， 前 箆 方 向 に 長 l L j
キ 1・‡用 告 の 主 張 と同 じく　　　 竜　　　　l

l　　　 】

長 方 形 の 対 角 繰 上 に 位 置 す る よ うに ， 一日陶の 支 柱 台 座 取 付 用 札 が 1 手 の 長 方 形 の 対 角線 上 に 位 置 す る よ うに ， 1 個 の 支 柱 台 座 取 付

設 け られ て い る．： 用 孔 が 設 け られ て い るこ

ク①　 床 版 取 付 部 は ，四 角形 状 で ，底 面 側 の 前 後 方 向 の 中 央 よ り僅 か X ク＿①　 腰 板 は ，四 郎形 状 で ，底 面 側 の 前 後 方 向 の 中 央 よ り僅 か に

に 前 面 側 寄 り の 下 面 に 形 成 され て い る。 前 面 側 寄 りの 下 面 に 形 成 され て い る。

ケ①　 ブ ラ ケ ッ トの リブ は ，底 板 部 の 底 面 側 の 下 部 に ，中 央 を 対 称 に † ×
ヶ一、》　 腰 板 の 補 強 リブ は ，底 板 部 の 底 面 側 の 下 部 に ，中 央 を 対 称 l

し て 3 箇 所 設 け られ て い る。． に して 3 箇 所 設 け られ て い る 亡．

生年



別 紙被 告億 T の■■持斤’2　 被告意 匠 2　 境 閻橋）
） に1■tJ、＿＿　　　　 フ1

当裁判所 の判 断　　　　　　　　　 t 脚 〕班　　　　　　　　　 ；
原告 の 主張 （被告 の主張 に対す る認 否 ）

f l ）基本 的構成 態様　　　　　 l

正面視左 右方向 に長 く，長 手 方向に 中空の 直方 体 岬 空 筒附 を

（1 ） 基本的偶 成態様 （1 ）基 本的 構成 態様

正 面視 左右 方向に長 く，長手 方向 に中空 の直 方体 を有 L I 中空 筒 正 面視 左右 方向に長 r－∴　 兵事 方向に 中空 の直方 体を 有 し， 中空筒 俸

有 し， 中空簡 件の 正耐側 の面 （前面 側） の外 方に向 けて底面 側の 作の 前面側 の外方 に向 けて 底面側 が全面 に亘 っ て延 伸 して 延伸部
の 正面 側の 面 （前 面側 ）の 外方 に向 けて 底面側 の面　 ぐ底面 †恥　 が 全

面 （底面側 ）が 全面に亘 って 延伸 して 延仲卸 が形成 され一 底版郁

場 面側 と延仲部 か らなる い 刀 ■F 面に 、その 左右 方向の 全面に亘

って， 下方に延 び る床 版肘 寸蔀 ，天 板部 水木 上り垂下鋸 か らな る

ブ ラケ ・ソトが ，天 板部 を 介 して取 り付 け られ 、水切 り垂 下部か ら．

が形 成 され てい る＿‥
面 に亘 っ て延 Iq・】して瞳 仲卸が彬 成 され ， 底版 部 ぐ底 面側 と延神 都か

圧 な る） の 下前 二，そ の左 右方向の前 耐 二亘 って 下方に 延び る四 角

板状 佐 川膜載 ）が彬成 され 、中空 簡件 の背前 側の 面 （背 面帆 の下

の底 耐側 の下 酌了か ら， 腰板 の最 低位 ま でを直線 肘 二繋 ぐ三 角板状 体

托版 肘 寸部の 下 ヤまで を直線据 二繋 ：ぐ四 郎 帥 丁本 rリブ）が 生右

方向に複数形 成 一至か「‾いる ・

りjブ ）か左 右知 和 二便数 形成 さか＿て い る＝

ノ l一・ス′

（2 1 具†樟櫛偶成態棋

（2 ） ‖こ的 構成 態 様　　　　　　　　　　　　 巨 2 － 良作的 構成 態灘

丁了－　rl‾・空尉仁，帥相　田捌用▲軋　‾′■ラケ・卜直りブは　そ

月1．号か∴津板で楷成され．中空簡件の前面川　上両川軋　牲び背

面側は．王八十向打席描．椰・ハ全面州一　㌦両州仲と背耐l伸ハ畦萬i

t州逐一約1料、て2梢構造一：＼内川・′昭が底榊叫より‡ノーミ′川向

に征作してhtミ込片／㌢什減し，底面側と娃伸許／南柏仰向け払力

比率偏′リ2．6＝lて．前面側と匪枇取‖イ紳ノー仁卜帰卜j‾掛ノけL率

仁し　椚：う：ヱて有る

1・！・娃仲卸車l二l面には　川川州小竹酔いノ姐帖舶叫叫上目性

7日二両輔冊l卜′昭折まで冊i腔に延りぺ，一日二両捕触りづが／・こす・、

煩句中・中ロ・1附ニ∴卜に，lLり　　′ヒ川HI甘刊甘畑一　一

トノー仙廉・lイで忠一パ二■され苓計，・‖′一・伸′亜穎■いナい目す朝闇

か，当．技　一心り聞陥より子，狭こな・う上■一一に設汗られてl・、′ご′

ウ　　前面川に甘　両端糾机坤・杜仲トハ・村山捕斬りイを炬成十

ろ補強り「同二L：し川「・火山位躍，打つ．底面側に近い位徴に，Ⅰ

り】中空筒†・ト・廷伸群は．それぞれ，渾板で圧亮甘さか．1巨空箱

†樟涌両肌．摘細工　甘眉鋸川侶∴引けll‘小ノ牒摘摘甘茂滴

．ハ内　－1摘側と背耐恥ノ臆面押情†柁樟し、一∵日射■勘随で・r棚例

再帰が虹再刷上日子＿亮沌膏的t延†′lミし‾1樟上汁を用い一、底面

側と姐l腑陣痛柄小向卜か′冊十村i釣2ぶ二l‾こしと

l′亭　捌州；直l二面に汗．前面伸宮西舟山工・娃伸姉川巨木上日付

71ノ、ミニ前面側・′亜溝霊で直凍状に娃小もト中川刷糾いブカ／・イ丁

相川・車∵11一件に／■亡フ：トに一・こⅠ巨　∴壱JH川杵抑l一寸・

ト．′珊肘I一丁で鮎ヒさ‥日　汁‥1〉ノ・・叶　柚－l、同トト′一問陥

ノ）、－】汚、∵・小川日嗣よ一一㍍扶∴予．二心とう∴．拙　し′ilてい′、）

両州に比．抑；．！．；部位1二ド中り州1・ノ 廿車補強1トトか佃成十

る‖持もりづ樟廿直・いりし叫一′∬＼けつ，瓜断粧二軌、ト■′二据二・1

ア・至・中空汁に　帥‾P乱　脈柵．順析・ハ補強リサは，それぞニ】1∴埠

板で彬昧され，中空糾▼1二り棚的HLlり　卜．耐軋　枚び1■封柚側は．ち三㍍

け向・ノ）剛㍑捕り，七面直「一、1前刷りと背面†州・ノ亜両側近傍封領、て

2層‖損責で、II、州L′堀か庇耐粧い十日一イー17■l伸二廻れ三して帖込片

′㌢彬rJい＿，底面佃ヒ硬†申酢′川「日量万回巾山川・ヒヰ与は約2．（ミ：lr了．

川川潮Hl川直し二11ル’・＝■漬直比令は　約：う・2‾・下寿・）モー

彼il小　甘　い圧

被舘ハ二日1；上岡1二

i 附 つ ・ そ j t ぞ 州 し高 さ に 前 脚 か トカ 設 け ら t て い ニー ㈹ ザ ・つ， モナ巨幻日岡 L i亡ほ こ二戸■由相 川 ボ ′L h H 肯け 上・j して い る ・ l

l

二E i．i＿・ 延 仲掛 rJ 前 両 州 よ り遼 位 で ， 巨∴つ． 左 右 及 び 中 畑 ／十 3 品

ェ ・≡・ 予納 弥 ノゝ一　 前 耐 期 よ り運 位 で　 且つ 、 左 折 び日 日小山 3 福 （〉 エ ・≡＼ ；推 断 ／1）主 張 と同 じ

鳥 ；三笠 冨 … う器 丁 慧 警 こ … 器 ご誓 ㌍ P‾佃 「

す ．三一 背 面 側 の 」二■F 方 向 中 間 位 置 よ ケ・下 仙 ′〕帖 中 外 ノ‾亜 笹 に は ・

輔 二想 定 さ れ る －」車 叫 ㈲ 掠 り十 ・ノ澗 ・ハ 中 根 lH ぶ ∴ 門 畔湖 底購 1

訓 il 電 悶 ボ 几 ト才」が l 個 ず つ 設 け られ て い る

十 一三1 背 面 側 上 下 方 向 中 間 r．、Ⅶ よ 日 下 仰げ用 か中卒 の 位 置 に は 背 巨 す‘三・ 被 告 の 主張 と同 じ

背 所冊 ボ ′L 卜が ， 前 面 側 ボ ′し トと左 右 育 向 に 同 じ位 置 に l 個 ザ

っ － 上 下 方 向 の 位 置 が 一 致 す る よ うに 設 け られ て い る r二

か ‡－ 背 面 側 は ． 底滴 珊 ■は り も 下 部 に 馴 ・1す る水 切 り延 伸 部 を形

成 して い る．＝＿

両 側 ボ ′し 卜か ． 耐 紺 ；の 荊 耐 則ポ ′し 卜 と左 右 方 向 に 同 じ位 掛 こ

1 個 ず つ ， 上 下 方 向 の 位 置 か 一億 す る よ う に設 け らか て い る 二

か ≡－ 背 耐 剛は ． 底 面 側 よ 叛 下 部 に 娃 仲 す る 水 切 り延 仲 部 を 形

蛾 して い る．．．

／1
■小 三一　 路 許 ノつ主張 と同 じ

キ ② 被 告 の 主 張 と同 じ

ク度， 牌 板 は ， 四 角形 状 で ， 底 面 側 の 前 後 方 向 の 中 央 よ り僅 か に 前

面 側 寄 り の 下 面 に形 成 され て い る 。

キ【i t　上 耐 側 に は ． そ の 中 帰 路 つ 背 面 側 寄 りで ∴ 前 後 夙 裾 二長 キ ・三・・ 上 面 側 に は ， そ の 中 央 部 臥 つ 背 面≠ lj寄 りで ・ 前 後 方 向 に 長 ‖二j

手 の 長 方 形 の 対 角線 上 に 位 置 す る よ うに ， 1 個 Jll）支 柱台 権 限 付

用 札 が 設 け られ て い る。．

手 の 長 方 形 の 対 郎 軋 ヒに 位 置 す る よ うに ， 1 拠り■、）支 柱 台 座 取 付

用 礼 が 設 け られ て い る。

ク① 床 版 取 付灘 は ， 四 角形 状 で ． 底 面 側 の 前 後 方 向 の 中 央 よ り

恥 、に 前 面 側 寄 り の 下 面 に 形 成 され て い る 、

こく

僅 刀 ・－即日m H、 √ 阻 ・J H′〃

ナ① ブ ラ ケ ッ トの リブ は ， 底 板 都 の 底 面 側 の 下部 に ・ 中 央 を 対

称 に して 3 箇 所 設 け られ て い る．）

．王
】

ケ t雪） 腺 板 の 補 強 リブ は ， 底 接 部 の 底 面 側 の 下 部 に ． 中 央 を 対称 に

3 箇 所 設 け られ て い る。



別 紙被告 意 匠の構 戒 3　 被告 意匠 3 （1）

当裁判 所 の判断 被告 の主張 原 告の主 張 （被告の 主張に 対す る認否）

（1 ） 基本的 構成態様 （1 ） 基 本的構成 態 様 （1 ）基 本的 構成態様

正 面視 左右方 向 に長 く， 長手方向 に中 空の直 方体 （中空筒体） を有 正 面視左 右方向 に長 く，長 手方向 に中空 の直 方体 を有 し，中空筒 × 正 面視 左右方 向に長 く、長 芋方向に 中空の直 方体 を有 し，中空 筒 体

し，中空筒 体の正 面側 の面 （前 面側 ）の外 方に 向けて底 面側の 面 （底 体の前 面側の 外方 に向 けて底面 側が 全面に 亘 って延 伸 して延 伸 の 正面 側の面 （前 面側 ）の 外方に向 けて底面 側 の面 （底面側） が 全

面倒 ）が 全面 に 亘って 延伸 して延伸部 が形 成 され ，底版 都 場 面 側 部が形 成 され てい るニ　　　 ー 面 に亘 って 延伸 して延 博部 が形 成 され ，底板 部 （底面 側 と延 伸瓢 か

と延伸部 か らな る）の 下面 に，その 左右方 向の 全面に 亘っ て， 下方 らな る）の 下面 に，そ の左 右方向の前 面に 亘 って下方 に延び る四 角

に延び る床版 取付弧 天板軋 水切 り垂 下部か らな るブラ ケ ッ トが ， 板 状 体 （暇 板） が形成 され ．中空筒 体の背 面側 の面 （背両 側）の 下

天板 部 を介 して取 り付 け られ，水切 り垂 下柵 か ら，床板 取付部 の 下 の底 面側 の下面 か ら， 腹 板の最低位 まで を直線 状に繋 ぐ三郎 反代 作

方 まで を直線 状 に繋 ぐ四 角板状 作 （リブ）が 左右 方向 に複数形 成 さ

れ てい る．．

（リブ ）が左 右方向 に■複数形成 され てい るこ

（■2 ）具体的 構成態様　　　　　　　　　　　　　 い 2 ） 具体的 構成 態様 （2 ） 具体的 構成態 様

ア③　 中空 筒体，延 伸臥 床版 肘 寸軋　 ブラ ナ ・′卜り）リブは ・それ ア魯1 中空 筒軋　 延巾脚 は，それ ぞれ ，薄 板 で形成 され ．中空 筒 ンく ア魯　 中空 筒帆　 延 仲 札　 幌板 ，帽板 の補強 リブは．そ れぞれ ，誹

ぞれ，渾 板で形成 され　 中空 筒体の前 面側 ，上面側」 及び背 面側 件の 前拍‖軋　 ＿h 南側．及び背面 側は ．ち三石 ‾方向 √）両闇泊阿‾）全耐 板で 形成 され　 しい空筒作Ⅴ相加馴軋　 上面側 ， 枚び背 面陳情L ／■ミfr

は　 左右 方仰 ノ〕両 端部 の 全面 州 勺　 前 酬硝腔 背面側 ・ノ鳩 耐 裾 引 芳 の「勺，耐耐 叫と背 面側 の磯滴刷り近 傍をl卸 、て 2 辰卜構造 で，「ノ細 り 芳田】の両賂 誹 り■■）全面 の内， 綿耐 刷と背 面 剛の 底面側 近情 を除い て

を掛 、て 2 層構造 で，l棚 】の楢 が底面 冊 よ りも左石 存向に 延／上し ハ層 が底 耐 叫よ りも左右‾キ裾 二延 ／1・三して 蹴込 片を形 成 し，庇l桁 2 層 構造 で． 州 剛の 屈 が庶 南側 よ りい 】三イ丁方I裾 二廷 在 して朕込 片

て 組込片 を形戌 して，底 面側 と延仲 吾にJ‾）前 後 方向 寸法 叫比 率は 約 側 と徒 伸郡山前 後 方向 寸法直比 率 は約 2．6 ：1 で ある1： を形成 して、底耐 則 と姐 l柑 ；・ノ）前f妾ノノ1日トトはの比率 は約 5 ：2．前

う；2・前 耐 利 とf圭版 肘 凋 てノ）一日 二万帖 卜は J状 ヰ甘 約 3 ：2 で 耐 側 と眼 振り）トド方 一旬寸法・ハ比キ は　 約 3 ：2 でヤ）る．

有る．．

ト‾萱】 延 ＝瀞 ハ h l吊に t 汀締帥町 丹卜面 か 「パ劇中裾 一端鉦 まで仕組
イ・身　 延 伸吉附‾′l二耐 二は 前面 朴ハ外両か ら夷州 師 ′）中 央よ り僅 小 豆一　種 仲酢 ハ l二面 に は　 前掛 坤／）外1‾桐 、り：〕娃†小鵠 J‾）嬬鮪 まで直 線

晰 二延び ろ延伸糀 ＿h ハ補強 11 ブが．設 け られ てい ろ． か に前面 仙 丹位 置ま で 直線 岨 二延び る 6 本J‾棚 強 りブが．左 ん

け向 ・小甘で 付称 にな る ように， lいつ、 ▲一卦 ハ間隔で 構 り合う 2

1こし′）榔 由り十 ・〇恐 竜 される計 ：巨 ）ル ー一対 ノ■）補強 りブ 同」二ハ ト周

‡ 隔 が， 当該 ‾一宏 の間隔 より L 拭∴ な る ように設 け られ て い る

：り二に 延び る延仲卸 卜叫 補強 り‾′■が．．役け らjtて い る．－

l

ウ③　 前 捌 岨二は　 庶f椚 に か 、位相 二前 面側ボ ′レトが設 け られ て ウ、萱・ 前 師刷 りには 両賞紺 ；及びrF■■帥 1tr）一一一もレ）補強 リブ を楷成 す 「．く ウ澄・ 嗣 耐 剛には ，底 耐 粧 二掛 、位 閻 二前 面側 ボ′し卜が設け られ て

い る． る補強 リブ同 士の 中 り■上州 J描 三， lJ．つ‥底 南 側に近 い位 置に ， l

個ず つ， それ ぞれ 同 じ高 さにIlr扉毎側ボ ′しトが設 け られ てい る＝

い る

ェ ・き・ 勾引時部 には，前 面側は り遮位で ．且つ ，延伸部 ．＿しこの 紺強 リブ ェl■萱・ 延伸部 の，前面 側 より逮位 で，礼つ ，左右及び 中央の 3 箇 X ェ度　 延 伸部 には，前 耐 叫より遠位 で， 且つ． 廷伸 群 仁の 補強 リブ

の端 部 より遠 位に底 板都岡 宅 間ボ′し卜礼が設 け らjlてい る．こ 所に 想定 され る 一一対の 補強 リブの間ノ）中 央部 に は，H 形 ・ハ底版

部固 定 J■rlボ′しト礼が l 個ずつ設 け られ て いる予

J）端 部 より遠 位に底 版許 固定 桐ボ′しト孔 が設 け られ てい る：

オ13 －　背面 側には ，背 面 側ボ ′しトが，設 け られ て いる・二 オ③ 背 面側 上下 方向 中間l雄 は り下側 の略 中 央の位置 には 背

面側ボ ル トが．両 端部 の前面側 ボ′しトと左右 方向 に同 じ位置 に

1 個ず つ，上 下方 向の位置が 一一致す る よ うに設 け られ て いる．二

× オ③　 背 耐牒lH二は　 背 面側ボ ′し卜が．設 け られ てい るこ

カ③　 背 面側は ，底面 側よ り も下部 に延伸す る水 切 り廷 伸部 を形成 カ喜一　背 面側は ，底面側 よりも下部に延 仲す る水切 り延 伸部 を形 ○ カ居1 被告 の主張 と同 じ。

して いるく

キ・3 」二面側に は，その 中央部 臥つ背 面側寄 りで ，前後方向 に長 手

成 してい る＝

キ信一　上面側 には，その中央部 且つ背面 側 寄 りで ，前 後方向 に長 C 〉 キ③ 被告 の主張 と同 じ二

ク③ 腹板 は，匹佃 形 状で， 延伸部 と底面 側の境 に近 い延 仲部の 下

の長方形 の対 角線 上 に位置す る よ うに，」個 の支 柱台歴取 付用 礼 手の 長 方形の対 角線上 に位置す る ように．1 個 の支柱 台座取 付

が設け られ て いる．こ 用孔 が設 け られ てい る＝

キ③　 床版取 付部は ．四 角形状 で．延 伸部 と底面 側の境に 近い延 仲 ×

部 の下面 に形 成 されて いる。 面 に形成 され てい る。

ク③ ブ ラケ ッ トの リブ は・底 板部の 底面側 の 下部 に設 け られ てい

る。

× ケ③　 腰板 の補強 リブは，底板部 の底 面側の 下部に設 け られて い る．）



別紙被告意匠の構成3（21被告意匠3（2）

当 裁 判 所 の 判 断 被 告 の 主 張 原 告 の 主 張 （被 告 の 主 張 に 対 す る 認 否 ）

（．1 ） 基 本 的 構 成 態 様 （1 ） 基 本 的 構 成 態 様 （1 ） 基 本 的 構 成 態 様

正 面 視 左 右 方 向 に 長 く ，長 手 方 向 に 中 空 の 直 方 体 （中 空 筒 体 ）を 有 し， 正 面 視 左 右 方 向 に 長 く，長 芋 方 向 に 中 空 の 直 方 体 を 有 し， 中 空 筒 正 面 視 左 右 方 向 に 長 く， 長 手 方向 に 中 空 の 直 方 体 を 有 し，中 空 筒 俸 の

中 空 筒 体 の 正 面 側 の 面 （前 面 軋 ）の 外 方 に 向 け て 底 面 側 の 面 （底 面 側 ） 体 の 前 面 側 の 外 方 に 向 け て 底 面 側 が 全 面 に 亘 っ て 延 伸 し て 延 伸 正 面 側 の 面 （前 面 側 ） の 外 方 に 向 け て 底 面 側 の 面 （底 面 側 ）が 全 面 に

が 全 面 に 亘 っ て 延 伸 して 延 伸 部 が 形 成 され ，底 版 部 （底 面 側 と 延 伸 部 部 が 形 成 され て い る 。　　　 j 亘 っ て 延 伸 して 延 伸部 が 形 成 され ，底 板 都 （底 面 側 と 延 伸 部 か らな る 1

か らな る ）の 下 面 に ．そ の 左 右 方 向 の 全 面 に 亘 っ て ， 下 方 に 延 び る 床 の 下 面 に ， そ の 左 右 方 向 の 前 面 に 亘 っ て 下 方 に 延 び る 四 角 板 状 体 川夏

版 取 付 弧 天板 乱 水 切 り垂 下 部 か らな る ブ ラ ケ ッ トが ．天 板 部 を 介 板 ） が 形 成 され 中 空 筒 体 の 背 面 側 の 面 惜 面 側 ）の 下 の 底 面 側 の 下 l

して 取 り付 け られ ，水 切 り垂 下 部 か ら ，床 版 肘 寸部 の 下 方 まで を 直 線 面 か ら∴ 瞳 坂 の 最 低 位 まで を 直 線 状 に 繋 ぐ三 郎 板 状 倖　 rリブ ト が 左 右

状 に 繋 ぐ 四 角 板 状 体 川 ブ ） が 左 右 方 向 に 複 数 形 成 され て い る。 方 向 に 複 数 形 成 され て い る ：

（＿2 ） 具 体 的 構 成 態 様 （、2 ） 具 体 的 構 成 態 様　　　　　　　　　　　　　　　 ． （2 ） 具 体 的 構 鴎 態 様

ア せ 中 空 筒 体 ，延 伸 臥 床 版 取 付 部 ， ブ ラ ケ ッ トの リブ は ．そ れ ぞ

れ ， 薄 板 で 形 成 され ， 中 空 筒 伴 の 前 面 側 ， ヒ面 側 ， 及 び 背 面 側 は ．

ア ・争　 中 空 簡 件 ， 延 伸 部 は ， そ れ ぞ れ ，薄 板 で 形 成 さjLt ， 中 空 筒 X t ア 宜j　 中 空 筒 附　 延 伸 部 ．腹 板 ，腰 板 の 補 強 リブ は ， そ れ ぞ れ ， 滞 板

一本の 前 甜 州　 ＿L二面 側 ，及 び 背 面 側 は ， 転 右 方向 の 両 端 部 の 全面 で 形 成 され ，中 空 筒 体 －ノ）前 耐 側　 上 面 側 ， 致 び 背 面 佃 は ， 左 右 方 向

左 右 加 句ゾ）両 ㍑ 部 の 全備 の 内 ．前 面 側 と背 面 側 の 底 面 側 近 傍 を 陸 い √ノ＿）内 ，前 面 側 と背 面 側 －ノー場 面 側 近 傍 を l卸 、て 2 層 構 造 で ．l－、州 の F■hi端 部 〃）全 面 √）内 ，前 面 側 と背 両 側 の 底 面 側 ．近 傍 を 隙 い て 2 同 構

て 2 層 構 造 で 州 肘 欄 が 底 耐 州 よ り 羊パ 三右 方 向 に 延 任 して 蹴 込 け J J闇 が 底 面 側 よ り も左 ィ，、万l裾 二廷 托 し て 据 込 片 を 形 成 し．践 面 道 で ，内 側 の 層 が 底 軒刷 りよ り も 左 右 方 向 に 延 在 し て 恢 込 片 を 形 成 し

を 汗純 して　 岐 南 佃伸 一．）延 伸 裾 ）前 後 方帖 1▲法 相 ヒ率 は ，約 5・圭 0 ・5 ， 侶りと延 伸 糾 （′ノ前 後 方 向 寸法 の 比 率 は 約 2．6 ：1 で あ る て ． 底 面 †朴 ノ‾）延 伸 部 （／棚 後 ん‾向 寸 法 びり七率 は　 約 5．4 ：0 ．5 ．前 面 側

前 面 側 と匪 版 取 付 鉦沸 上 l∵ノア向 寸法 の 比 率烏 ＼ 糸目 ：2 で あ る 二 士幌 板 J lJ ＿巨下 方向 寸法 ・ハ 比 や は　 約 3 ：2 で あ る

イ阜　 延 伸 師 ノう．．ヒ耐 二は ，前 1甘川坤ノ）外 面 か ら布川 闇 汁 瀾 描 は で萬 胡 状 イ▲ili 姐 申部 ノ）卜耐 二は 前 l嗣 朴／）外 面 か し、二）娃 伸 部 の ■巨真 よ り僅 〆、 再 ・ 延 仙 師 ハ h 刷 二は　 前面 ■仙伸 ノ）外 面 か ら 延 伸 紬 ノ）端 部 まで 直 線 状

に 延 び る 娃 伸 部 上 J‾）補 肺 リブ が　 設 け られ て い る か に 「、拓而 伸 Jイ位 駕 まで 頼 榊 ナ三に 延 び る 6 ‘本 ハ 補強 リ ザ が ．／L三石

ノノl坤 1－叫 で 対称 に な る よ 七 二， 軋つ ． －一冬 ノ■）間 隔 で 隣 り 合 う 2

本 し／棚 強 リブ で 想 布 さj る計 二巨つlノ）一■村山 補強 リブ 11ごり七 ・ノ‾川り

l摘 カ＼ ±＿毒該 一定 ・ノ）間 隔 よ り も 狭 くな る よ うに 投 け ら jt て い る 二

に 延 び ・う 延 仲 卸 トノ）的 強 リブ か 、 設 け らか て い ろ．ニ

ウ寸　 前 l馴 叫に 汁 ，促 耐 州に 近 い i紺 に 糾 面目叫ポ ′L 卜が 設 け ら れ て い 巾；T l が‖了伸 に は 、耐 堀 部 伎 1二川 ■牛側 ハ ・廿 ノ用 倣 りイ を 圧鳩 十 ウ寸　 前 南 側 に は －底 面 側 に近 い 仏 間 に 前 面 側 ボ ′し 巨 ＝ 侶 t ll）．‥】t一二弓，

／J
ろ 楠 触 りブ 同 仁ノー1・一束 Lハ位 置 ， 日．つ ，底 日嗣 肌 二正 い ト■（拙 ∴ l

個 ず つ ． そ j t ぞ j t l■申こ高 さ に 前 面 †晰ポ ′し 卜が 設 け られ て い る ‥

／J ．

ェ 庄一　廷 伸 師 二は ， 前 蔽川根 ［り遠 征 で ， 且つ ，延 仲蘭 ＝ 川里 l朋 壷 リブ の ェ 互 t　廷 神 都 ィ、）， 前 耐 州 よ り遠 位 で ． ．Eしっ ，左 右 及 び 中 中り 一3 捕 ・‡ エ 亘． 延 仲 卸 に は ，前 耐 判 よ り退 位 で ， 且つ ，延 仲 靴 ＿l二｛ハ補 強 りヅ り）

き‡摘 は り遠 位 に 底 版 部 同 定 用 ボ ′し ト礼 が 設 け ら れ て い る ． 所 に 想成 され る一一灯の 補 強 リブ の 間 の 中 央 部 に は ，「し川 知 慮 版

部 相 克鼎慄 れ ト礼 が 1 個 ず っ 設 け られ て い る．－

端 部 よ り遠 位 に 底 版 部 固 定 用 ボ ′し 卜礼 が 設 け られ て い る

す ㊥　 背 面 側 に は ， 背 面 側 ボ ル トが 設 け ら れ て い る1 す ・主） 背 面 刷 上 卜方 向 ・卜間 位 置 よ り下 側 の 略 中 央 の 位 置 に は 背

耐 側 ボ ′し 卜が ．両 端胤 の 前 面 側 ボ ′レト と 左 右 方 向 に 同 じ位 置 に

l 個 ず う ， 上 下 方 向 の 位 置 が －一致 す る よ う に設 け られ て い る ．ニ

X オ① 背 面 側 に は ． 背 面 †刑ボ ′L・トが 設 け られ て い る．＝

l

か ‡－　背 面 側 は ．底 面 側 よ り も 下 部 に 延 伸 す る 水 切 り 延 睡 部 を 形 成 し 九 号　 背 戸引則は ，底 面 側 よ り も 下 部 に 延 伸 す る 水 切 り延 伸 部 を 形 し カ庄　 被 告 の 主 張 と同 じニ

て い る二． ■　成 して い る 二

キ④　 上 両 側 に は ，そ の 中 央 部 且 つ 背 面 側 寄 りで ，前 後 方 向 に 長 芋 の キ ①　 上 面 側 に は ，そ の 中 央 部 且 つ 背 面 側 寄 り で，前 後 方 向 に長 し キ・丑　 被 告 の 主 張 と同 じこ

長 方 形 の 対 角 線 上 に 位 置 す る よ うに 、 1 個 の 支 柱 台 座 取 付 岡 礼 が 手 の 長 方 形 の 対 角線 上 に 位 置 す る よ う に ，1 個 の 支 柱 台 座 取 付

設 け られ て い る。 閏 孔 が 設 け られ て い る ．こ

キ ①　 床 版 取 付 部 は ，凶 郎 形 状 で ，底 面 側 の 前 後 方向 の 中 央 よ り僅 か × ク宣 I 腹 板 は ，四 角 形 状 で ，底 面 側 の 前 後 方 向 の 中 央 よ り僅 か に 前 面

に 前 面 側 寄 りの 下 面 に 形 成 さ れ て い る 。 †則寄 りの 下 面 に 形 成 され て い るゥ

ケ④ ブ ラ ケ ッ トの リ ブ は ． 底 板 部 の 底 面 側 の 下 部 に 設 け られ て い

る。

× ケ ④　 膿 板 の 補 強 リブ は ， 底 板 部 の 底 面 側 の 下 部 に 設 け られ て い る 。
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